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　私と森先生のお付き合いは長く，私が東
京都老人総合研究所（今の東京都健康長寿医
療センター研究所）で分子遺伝学の部長，森
先生が国立長寿医療研究センターの研究部
長を務めている頃からの長い学友である．
ともに，日本基礎老化学会で脳の老化のメ
カニズムを違った角度から研究していた．
私は，アルツハイマー病の病理学からス
タートして，脳の正常老化プロセスがどの
ようにアルツハイマー病という病気により
ダメージを受けるかを研究していたのに対
して，森先生はむしろ神経科学（ニューロサ
イエンス）の生理学基盤を深掘りして理解す
ることにより，正常老化と病的老化の違い
を探究していたと記憶している．森先生が
2004年に長崎大学に栄転されたときには，
解剖学の教授で赴任したという話を聞いて，
神経科学の先生がどうして解剖学の教授の
道を選んだのか不思議に思ったが，今回の
『老いをみつめる脳科学』を一読して，脳を
3次元的に理解できないと，神経科学の発展
だけでは解決できない問題が神経疾患には
数多く残されていて，その知識基盤を固め
るために解剖学の教授として長崎大学に赴
任されたのだと確信した．私も 2007年に
は，東京都老人総合研究所から順天堂大学
に移り，加齢制御学という新しい分野の研
究を開始した．アルツハイマー病や認知症
を脳の加齢制御プロセス異常であるという
新たな視点から，アルツハイマー病の治療
や予防に突破口を開こうとしたためだ．
　サイエンスでの発見は，どの論文も大き
なジグソーパズルの1つのピースに過ぎない
と 1990年に免疫学から分子病理学に転向し
たときから学んできた．森先生もおそらく，

私と同様の考えで研究を続けてきたに違い
ない．今回，森先生が出版された本を拝見
すると，これまでに発見されたサイエンス
のピースからどのように「脳」や「精神」や
「心」が，再構築できるかという内容になっ
ている．1980年に医学に分子生物学が導入
され，分子から病気の原因や病態を解明す
る医学研究が主流となった．2003年にはヒ
トゲノムが解読され，ヒトの設計図が明ら
かになると，ヒトの発生や病気の多くは，
ヒトゲノム情報からのアプローチで解決す
るのではないかと期待されたが，残念なが
ら多くの神経変性疾患はいくつかの原因遺
伝子が解明されたにもかかわらず，根本的
治療法が確立されていないのが現状である．
　本書のコラム 11に DNAの二重螺旋構造
を発見したことでノーベル賞を受賞された
ジェームズ・ワトソン博士を，森先生が長
崎に招聘したエピソードが語られている．
私も，大学院では遺伝子のクローニングを
していたので，毎日シークエンスのゲルを
調整して，次の日に塩基配列をシャーカス
テンを使って解読するという作業に没頭し
て大学院時代を過ごしてきた．森先生がワ
トソン博士を長崎にお招きできたことは，
素晴らしい経験であったはずだと，心を動
かさずにコラムを拝読することはできな
かった．私も森先生も大きく医学の歴史に
刻まれるべく研究を続けてきた同志であっ
たが，お互いにそのような夢を捨てずに研
究を続けられたことに感謝をする歳に達し
つつあることを実感した．しかし，お互い
に健康長寿を研究の最終テーマにしている
ので，研究の歩みを止めてはいけないと実
感した．
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